
 
 

ヒトの誕生 

 理科の学習でヒトの誕生について学習しています。「ヒトは母親の体内でどのように育っ

て誕生するのだろうか」「自分たちはどうやって誕生したのだろうか」など、ヒトの誕生に

ついて疑問に思ったことを自分たちで調べ、学びを深めました。命の

誕生について知ることで、自分が自分として生まれてきたことは奇跡

なんだと改めて感じることができたようです。 

 この学習をきっかけに自分の生まれて来るまでのことに興味をもっ

てもらいたいと思います。そして、今まで大切に育ててもらった命を

これからも大切にしてもらいたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
カードを使って 

 図工の学習でカラフルなカードを作り、そのカードの模様や色を使ってゲームをしまし

た。「このカードに題名をつけるとしたら…」「これとこれの色の感じが似てるね！」など一

人ひとりの感じ方の違いを楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

初めての玉どめ、玉結び 

 家庭科で「手縫いにチャンジ！」の学習が始まりました。先日は、地域の方をゲストティ

ーチャーとしてお招きし、手縫いの基本である玉どめ、玉結びの練習を行いました。最初は

難しい指づかいに苦戦している子も多くいましたが、地域の方の丁寧な指導のおかげで段々

と一人でもスムーズにできるようになりました。久しぶりの地域の方

との学習で子どもたちはとても嬉しそうでした。 

これから、ボタン付けや波縫いなどさらに内容が難しくなります

が、「自分で作るって楽しい！」「裁縫っておもしろい！」と思っても

らえると嬉しいです。 
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 今日の３、４時間目の家庭科の授業で初めてのさいほうをしました。玉どめと玉結びのやり

方を地域の方に教えていただきました。私が困っていると、地域の方が「大丈夫？」と声をかけ

てくださり、こつを教えてくださいました。私が玉結びができたとき、地域の方が「やった！で

きたね！」と一緒に喜んでくださいました。自分のことのように喜んでくださったことがとて

も嬉しかったです。楽しくさいほうができて良かったです。         〈下江 彩乃〉 

 今日の家庭科で玉どめ、玉結びを使っていちごを作りました。初めての玉どめ、玉結びは意外

にもむずかしく大変でした。だけど、地域の方の教え方がとても分かりやすかったので少しず

つ上達することができました。練習すればするほど慣れてきて、1つ目より 2つ目の方が上手に

できました。もう少しで完成なので、いい作品を作りたいです。いつか自分でバックなどを作っ

てみたいです。                             〈松岡 倖都〉 


